
２０２３年６月１日　白川町社会福祉協議会は、
　　　　サンシャイン福祉振興会と合併しました‼
２０２３年６月１日　白川町社会福祉協議会は、
　　　　サンシャイン福祉振興会と合併しました‼
　地域福祉を推進する当会と高齢者福祉施設を運営するサンシャイン福祉振興
会は、法人運営の強化と福祉の担い手不足の解消を目的に合併いたしました。
　社会福祉協議会と特別養護老人ホームとの合併は県内でも例が少ないという
ことですが、今後ますます進む人口減少と少子高齢社会の課題に向き合い、町
民のみなさんがいつまでも安心してく暮らせるまちづくりに寄与する組織とな
るよう推進してまいります。
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　このたび、白川町社会福祉協議会がサン
シャイン福祉振興会を吸収合併し、6月1日
に一つの社会福祉法人となりました。
　少子高齢化、人口減少、家庭環境の変化
の波は日本の福祉事業に大きく打ち寄せて
きております。多分に漏れず白川町も介護
人材の不足や家族介護の負担は大きな課題
となっております。今後、人材確保や経営
など単独法人での運営は困難であると判断
し、令和２年度に合併推進委員会を設置
し、法人合併の目的やメリット・デメリッ
トの協議を行いました。同時にそれぞれ担
当者においてワーキンググループ会議を開
催するなど、白熱した協議が繰り広げられ
ました。
　新たな白川町社会福祉協議会は200名程の
大きなチームとなりますが、すぐに何かが
変わるわけでもありません。合併はゴール
ではなく、私たちは1つのチームとしてス
タートラインに立ちました。　　
　これから白川町社会福祉協議会とサン
シャインが一丸となって、「過疎と高齢化

に負けない町」「一人になっても認知症に
なっても住み続けられる町づくり」の一翼
を担いたいと考えています。
　最後になりますが、5月末日をもって退任
されたサンシャイン福祉振興会理事・監事
の皆様には、長きにわたり福祉事業・法人
運営にご尽力いただき心よりお礼申し上げ
ます。皆様が守り作ってこられた福祉の道
を関係機関、団体、行政の皆様と連携し、
役職員一同新たな決意をもって、これまで
以上に総合的な福祉の発展に努めていく所
存でございます。
　今後とも、町民の皆様の一層のご支援、
ご協力を賜りますよう、よろしくお願い申
し上げます。

●  法人合併ご挨拶  ●

社会福祉法人
 白川町社会福祉協議会

　会　長　
 三  戸 　 定

　社会福祉法人サンシャイン福祉振興会は
白川町社会福祉協議会と合併することにな
りました。中山間地域は、生活の安心とし
づらさを課題として抱えており、地域づく
りに取り組むことを大事なテーマだと考え
ています。社会福祉協議会は在宅福祉、サ
ンシャインは施設福祉、とばらばらに取り
組むのではなく、地域の基盤整備を共通の
テーマとして相互が一体となり進めていく
道に向かっています。地域の高齢化等か
ら、自治活動の難しさが予測される中で利
用者及び家族の生活を守り、生活を楽し
く、一人一人が輝くように、その生き方が
尊重され、人間観が多様で豊かなものに、
そう考えていきたい。
　白川町の地域づくりは地域で暮らす人々の

自治活動や参加を大事にし、職員や役員等の
関係者が生活を楽しく、安心できるものにし
ていく役割を果たし、豊かな人間観を育んで
いくことであろうと考えています。
　白川町社会福祉協議会がサンシャインの
実績と可能性を包み込み、中山間地域の新
たな福祉の道を切り拓いていくことを信
じ、今後に期待します。

旧 社会福祉法人
 サンシャイン福祉振興会

　理事長

   大 友  信 勝
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　このたび、白川町社会福祉協議会がサン
シャイン福祉振興会を吸収合併し、6月1日
に一つの社会福祉法人となりました。
　少子高齢化、人口減少、家庭環境の変化
の波は日本の福祉事業に大きく打ち寄せて
きております。多分に漏れず白川町も介護
人材の不足や家族介護の負担は大きな課題
となっております。今後、人材確保や経営
など単独法人での運営は困難であると判断
し、令和２年度に合併推進委員会を設置
し、法人合併の目的やメリット・デメリッ
トの協議を行いました。同時にそれぞれ担
当者においてワーキンググループ会議を開
催するなど、白熱した協議が繰り広げられ
ました。
　新たな白川町社会福祉協議会は200名程の
大きなチームとなりますが、すぐに何かが
変わるわけでもありません。合併はゴール
ではなく、私たちは1つのチームとしてス
タートラインに立ちました。　　
　これから白川町社会福祉協議会とサン
シャインが一丸となって、「過疎と高齢化

に負けない町」「一人になっても認知症に
なっても住み続けられる町づくり」の一翼
を担いたいと考えています。
　最後になりますが、5月末日をもって退任
されたサンシャイン福祉振興会理事・監事
の皆様には、長きにわたり福祉事業・法人
運営にご尽力いただき心よりお礼申し上げ
ます。皆様が守り作ってこられた福祉の道
を関係機関、団体、行政の皆様と連携し、
役職員一同新たな決意をもって、これまで
以上に総合的な福祉の発展に努めていく所
存でございます。
　今後とも、町民の皆様の一層のご支援、
ご協力を賜りますよう、よろしくお願い申
し上げます。

●  法人合併ご挨拶  ●

社会福祉法人
 白川町社会福祉協議会

　会　長　
 三  戸 　 定

　社会福祉法人サンシャイン福祉振興会は
白川町社会福祉協議会と合併することにな
りました。中山間地域は、生活の安心とし
づらさを課題として抱えており、地域づく
りに取り組むことを大事なテーマだと考え
ています。社会福祉協議会は在宅福祉、サ
ンシャインは施設福祉、とばらばらに取り
組むのではなく、地域の基盤整備を共通の
テーマとして相互が一体となり進めていく
道に向かっています。地域の高齢化等か
ら、自治活動の難しさが予測される中で利
用者及び家族の生活を守り、生活を楽し
く、一人一人が輝くように、その生き方が
尊重され、人間観が多様で豊かなものに、
そう考えていきたい。
　白川町の地域づくりは地域で暮らす人々の

自治活動や参加を大事にし、職員や役員等の
関係者が生活を楽しく、安心できるものにし
ていく役割を果たし、豊かな人間観を育んで
いくことであろうと考えています。
　白川町社会福祉協議会がサンシャインの
実績と可能性を包み込み、中山間地域の新
たな福祉の道を切り拓いていくことを信
じ、今後に期待します。

旧 社会福祉法人
 サンシャイン福祉振興会

　理事長

   大 友  信 勝
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●くらしの相談　●無料法律相談　●介護相談各種相談事業

事 業 内 容事 業 内 容

白川町社会福祉協議会

　６月１日、社会福祉法人サンシャイン福祉振興会との合併初年度がスタートします。事業が混乱しない
よう万全を期していきます。
　地域福祉事業においては、少子・高齢化社会において誰もが地域社会の一員として、住み慣れた地域で
安心して暮らして行くために、住民一人ひとりの生きがいづくり、地域とともに創っていく「みんなで支え
合う福祉のまちづくり」の実現に取り組んでいきます。更には配食サービスや住民の方々の集まりの場な
ど、それぞれの法人が培ってきた人材と英知を結集させ、合併して良かったと思っていただけるよう努め
ていきます。
　また、合併をすることで町内の介護施設の多くを担う事となります。今まで以上に利用者様に喜んでい
ただけるための事業の展開や、デイサービスセンターの効率化、職員がここで働いて良かったと思える環
境整備を進めていきます。

基 本 方 針

●ふれあいいきいきサロン事業の支援　●食事サービスボランティアとの連携
●福祉有償運送　●福祉用具の貸出事業　●あんしん電話の設置及び管理
●お助け隊　心結（こころ）啓発活動　●生活支援体制整備事業　
●生活困窮者自立支援事業の推進　●日常生活自立支援事業の推進
●総合相談支援事業の推進　●男性介護者の集い　●介護者リフレッシュ事業の推進
●フードバンク・フードドライブ事業　●法人後見準備事業　●配食サービス事業　
●「ひきこもりびと」を支える学習会と居場所づくり　●認知症サポーター養成講座

地域福祉活動

●お達者教室の開催　●介護予防講座の開催　●まめな会の開催

●地区福祉会活動の支援　●民生委員児童委員との連携　●福祉委員活動の推進

介護予防事業

●福祉協力校（園）の指定　●福祉協力校出前事業　●福祉協力校訪問
●夏休みボランティアスクールの開催　●ぷちぷちボランティア支援　児童福祉事業

●社協だよりの発行　●ほのぼの情報の発行　●合併記念式典の開催　●ふくし展の開催　広報・啓発事業

●地域福祉センター「さわやか白楽園」　●みかわドーム　●福祉バスの運行施設運営

●赤い羽根共同募金及び歳末たすけあい募金の募集・配分事業の実施　●災害義援金の募集共同募金事業

●特別養護老人ホームサンシャイン美濃白川
●地域密着型特別養護老人ホームサンシャイン美濃白川
●地域密着型特別養護老人あいらんど美濃白川　●グループホームかわばた荘　
●訪問介護　●訪問入浴　●居宅介護支援事業所
●通所介護（さわやか白楽園デイサービス、黒川デイサービス気楽園
　　　　　　サンシャイン美濃白川デイサービス、佐見デイサービスせせらぎ園）

介護事業

●こども発達支援教室　●訪問介護　●障害者認定区分調査事業　
●通所介護（さわやか白楽園デイサービス、黒川デイサービス気楽園
　　　　　　サンシャイン美濃白川デイサービス、佐見デイサービスせせらぎ園）
●特別養護老人ホームサンシャイン美濃白川

自立支援事業

2023年度の事業計画2023年度の事業計画

地区福祉組織活動

●各種ボランティア団体への支援・相談　●ボランティア保険の加入
●災害に関する支援　●ボランティアの育成ボランティア支援事業

●障がい者団体の活動支援　●日常生活自立支援事業の推進障がい者福祉事業

●緊急援護資金貸付及び償還指導　●生活福祉資金貸付申請受付及び償還指導貸付事業

●理事会　●評議員会　●地区福祉会　●福祉委員　●社協会費募集　●社会福祉法人の連携法人運営事業

2023年度　収支予算
総額　14億9052万6千円

収入

支出

項　目 予算額
会費収入
寄附金収入
経常経費補助金収入
受託金収入
事業収入
介護保険事業収入
障害福祉サービス等事業収入
その他の事業収入
経常経費寄附金収入
受取利息配当金収入
その他の収入
積立資産取崩収入
前期末支払資金残高
収入合計

4,650
3,650
24,443
30,628
1,380

835,908
7,787
27,133
2,200
1,780
4,370
2,100

544,497
1,490,526

（単位：千円）

寄附金収入  0.24％

障害福祉サービス等事業収入  0.52％

経常経費補助金収入  1.64％
受託金収入  2.05％

事業収入  0.09％

会費収入  0.31％

その他の事業収入  1.82％
経常経費寄附金収入  0.15％

受取利息配当金収入  0.12％
その他の収入  0.29％

積立資産取崩収入  0.14％

介護保険事業収入
56.08％

前期末支払資金残高
36.53％

項　目 予算額
人件費支出
事業費支出
事務費支出
共同募金配分金事業費
助成金支出
その他の支出
固定資産取得支出
ファイナンス・リース債務の返済支出
積立資産支出
予備費
支出合計

729,097
166,251
84,927
3,245
4,060
3,110
5,200
827

7,515
486,294

1,490,526

（単位：千円）

共同募金配分金事業費  0.22％
助成金支出  0.27％

その他の支出  0.21％
固定資産取得支出  0.35％

ファイナンス・リース債務の返済支出  0.06％
積立資産支出  0.50％

人件費支出
48.92％

予備費
32.63％

事業費支出
11.15％

事務費支出
5.70％
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●くらしの相談　●無料法律相談　●介護相談各種相談事業

事 業 内 容事 業 内 容

白川町社会福祉協議会

　６月１日、社会福祉法人サンシャイン福祉振興会との合併初年度がスタートします。事業が混乱しない
よう万全を期していきます。
　地域福祉事業においては、少子・高齢化社会において誰もが地域社会の一員として、住み慣れた地域で
安心して暮らして行くために、住民一人ひとりの生きがいづくり、地域とともに創っていく「みんなで支え
合う福祉のまちづくり」の実現に取り組んでいきます。更には配食サービスや住民の方々の集まりの場な
ど、それぞれの法人が培ってきた人材と英知を結集させ、合併して良かったと思っていただけるよう努め
ていきます。
　また、合併をすることで町内の介護施設の多くを担う事となります。今まで以上に利用者様に喜んでい
ただけるための事業の展開や、デイサービスセンターの効率化、職員がここで働いて良かったと思える環
境整備を進めていきます。

基 本 方 針

●ふれあいいきいきサロン事業の支援　●食事サービスボランティアとの連携
●福祉有償運送　●福祉用具の貸出事業　●あんしん電話の設置及び管理
●お助け隊　心結（こころ）啓発活動　●生活支援体制整備事業　
●生活困窮者自立支援事業の推進　●日常生活自立支援事業の推進
●総合相談支援事業の推進　●男性介護者の集い　●介護者リフレッシュ事業の推進
●フードバンク・フードドライブ事業　●法人後見準備事業　●配食サービス事業　
●「ひきこもりびと」を支える学習会と居場所づくり　●認知症サポーター養成講座

地域福祉活動

●お達者教室の開催　●介護予防講座の開催　●まめな会の開催

●地区福祉会活動の支援　●民生委員児童委員との連携　●福祉委員活動の推進

介護予防事業

●福祉協力校（園）の指定　●福祉協力校出前事業　●福祉協力校訪問
●夏休みボランティアスクールの開催　●ぷちぷちボランティア支援　児童福祉事業

●社協だよりの発行　●ほのぼの情報の発行　●合併記念式典の開催　●ふくし展の開催　広報・啓発事業

●地域福祉センター「さわやか白楽園」　●みかわドーム　●福祉バスの運行施設運営

●赤い羽根共同募金及び歳末たすけあい募金の募集・配分事業の実施　●災害義援金の募集共同募金事業

●特別養護老人ホームサンシャイン美濃白川
●地域密着型特別養護老人ホームサンシャイン美濃白川
●地域密着型特別養護老人あいらんど美濃白川　●グループホームかわばた荘　
●訪問介護　●訪問入浴　●居宅介護支援事業所
●通所介護（さわやか白楽園デイサービス、黒川デイサービス気楽園
　　　　　　サンシャイン美濃白川デイサービス、佐見デイサービスせせらぎ園）

介護事業

●こども発達支援教室　●訪問介護　●障害者認定区分調査事業　
●通所介護（さわやか白楽園デイサービス、黒川デイサービス気楽園
　　　　　　サンシャイン美濃白川デイサービス、佐見デイサービスせせらぎ園）
●特別養護老人ホームサンシャイン美濃白川

自立支援事業

2023年度の事業計画2023年度の事業計画

地区福祉組織活動

●各種ボランティア団体への支援・相談　●ボランティア保険の加入
●災害に関する支援　●ボランティアの育成ボランティア支援事業

●障がい者団体の活動支援　●日常生活自立支援事業の推進障がい者福祉事業

●緊急援護資金貸付及び償還指導　●生活福祉資金貸付申請受付及び償還指導貸付事業

●理事会　●評議員会　●地区福祉会　●福祉委員　●社協会費募集　●社会福祉法人の連携法人運営事業

2023年度　収支予算
総額　14億9052万6千円

収入

支出

項　目 予算額
会費収入
寄附金収入
経常経費補助金収入
受託金収入
事業収入
介護保険事業収入
障害福祉サービス等事業収入
その他の事業収入
経常経費寄附金収入
受取利息配当金収入
その他の収入
積立資産取崩収入
前期末支払資金残高
収入合計

4,650
3,650
24,443
30,628
1,380

835,908
7,787
27,133
2,200
1,780
4,370
2,100

544,497
1,490,526

（単位：千円）

寄附金収入  0.24％

障害福祉サービス等事業収入  0.52％

経常経費補助金収入  1.64％
受託金収入  2.05％

事業収入  0.09％

会費収入  0.31％

その他の事業収入  1.82％
経常経費寄附金収入  0.15％

受取利息配当金収入  0.12％
その他の収入  0.29％

積立資産取崩収入  0.14％

介護保険事業収入
56.08％

前期末支払資金残高
36.53％

項　目 予算額
人件費支出
事業費支出
事務費支出
共同募金配分金事業費
助成金支出
その他の支出
固定資産取得支出
ファイナンス・リース債務の返済支出
積立資産支出
予備費
支出合計

729,097
166,251
84,927
3,245
4,060
3,110
5,200
827

7,515
486,294

1,490,526

（単位：千円）

共同募金配分金事業費  0.22％
助成金支出  0.27％

その他の支出  0.21％
固定資産取得支出  0.35％

ファイナンス・リース債務の返済支出  0.06％
積立資産支出  0.50％

人件費支出
48.92％

予備費
32.63％

事業費支出
11.15％

事務費支出
5.70％
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白川町社会福祉協議会・サンシャイン福祉振興会

法人合併記念式典法人合併記念式典
２０２３年６月２５日（日）
（１２時３０分　開場）
１３時００分  第１部  記念式典
１４時１５分  第２部  記念講演
町民会館 グロリアホール
無 料

◎ 日 　 時

◎ 場 　 所
◎ 入 場 料
◎参加者の方には、記念品を贈呈します。
※コロナ感染予防のため、マスクの着用と、
　発熱や咳など体調不良の方は参加をご遠慮ください。

講師：元パラリンピック水泳
　　　日本代表　伊藤 真波 氏

演題
「あきらめない心」

プロフィール
１９８４年静岡生れ。２０歳の看護専門学生時代に交通事故に遭い、右腕を切断。その
後、日本初の義手の看護師として活躍。さらに、リハビリの一つとして水泳と出会い、
北京パラリンピック（１００ｍ平泳ぎ４位　１００ｍ平バタフライ８位）、アジアパラリン
ピック（１００ｍ平泳ぎ２位）、ロンドンパラリンピック（１００ｍ平泳ぎ８位）の競泳
日本代表として活躍。現在は、育児をしながら講演活動を行っている。

主 催　　白川町社会福祉協議会
後 援　　白川町　　　　　　　

この事業は、赤い羽根共同募金配分事業と社協会費等で支援をしています。
問い合わせ先：電話　７２－２３２７

いきいきサロン活動
～身近に「集まれる場」があるということ～
いきいきサロン活動
～身近に「集まれる場」があるということ～
いきいきサロン活動
～身近に「集まれる場」があるということ～

  白川町は、ひとり暮らし高齢者や高齢者世帯の割合が高くなっ
ており、今後医療・介護の保険事業及び行政サービスなどの需
要増加が見込まれます。しかし、制度や事業だけではまかない
きれない状況になっているのも現状としてあり、改めて地域の力
が必要とされています。
　現在、地域住民による地域のためにできることを再確認し、地
域でできることは何かを話し合う場を設けていただいておりま
す。黒川地区では、令和３年度から他地区に先駆けて４つの自
治協議会単位で地域の支え合いを広げるための話し合い（黒川
地区交流会）が開催されています。
　今年度は、黒川地区はもちろん町内各地域で広げていく予定ですので、地域住民による地
域のためにできることを話し合う場に、是非皆さんも参加いただきたいと思います。

　昨年度も引き続きコロナ禍により、町内の各いきいきサロンでは十分に対策を取りながら実
施されました。感染が心配な時は無理をせずに開催を控え、その月は「脳トレプリント」などを
代表者や班長が仲間の家々に配り、サロンが出来ない時でもお互いに声を掛け合って、サロン
で育まれた繋がりを大切にしていただきました。あるサロンでは久しぶりに開催した折、お互い
に顔を合わすなり「久しぶりやねぇ」と近所に住んでいても、コロナ禍で遠慮して会うことを控
えていたとのことで、いきいきサロンがきっかけで再会できたとのことでした。

　町内のいきいきサロンは、昨年度から２つ減って４１サロン
となりましたが、あるサロンではコロナ禍で存続できない状況
から、他の仲間が引き継いで４月から新たに開催でき、たいへ
ん喜ばれたとのことでした。サロンのような「身近に集まれる
場」があるということは、単に孤立防止・認知症予防だけでなく、
地域に仲間がいることの安心感につながると期待されます。

　昨年度、サロン代表者会議でも実施した軽スポーツのモルックとボッチャの
道具一式を赤い羽根共同募金の配分金で購入しました。どちらも室内用です
ので屋外での使用はできませんが、畳の部屋など床
を保護するマットも準備しましたので、是非いきいき
サロンの活動にご利用ください。
　またルール等が分からない場合は、職員が教えま
すので、お気軽にご連絡下さい。

地域の支え合いをひろげています
～生活支援体制整備事業～
地域の支え合いをひろげています
～生活支援体制整備事業～
地域の支え合いをひろげています
～生活支援体制整備事業～

いきいきサロン等でご利用くださいいきいきサロン等でご利用くださいいきいきサロン等でご利用ください
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白川町社会福祉協議会・サンシャイン福祉振興会

法人合併記念式典法人合併記念式典
２０２３年６月２５日（日）
（１２時３０分　開場）
１３時００分  第１部  記念式典
１４時１５分  第２部  記念講演
町民会館 グロリアホール
無 料

◎ 日 　 時

◎ 場 　 所
◎ 入 場 料
◎参加者の方には、記念品を贈呈します。
※コロナ感染予防のため、マスクの着用と、
　発熱や咳など体調不良の方は参加をご遠慮ください。

講師：元パラリンピック水泳
　　　日本代表　伊藤 真波 氏

演題
「あきらめない心」

プロフィール
１９８４年静岡生れ。２０歳の看護専門学生時代に交通事故に遭い、右腕を切断。その
後、日本初の義手の看護師として活躍。さらに、リハビリの一つとして水泳と出会い、
北京パラリンピック（１００ｍ平泳ぎ４位　１００ｍ平バタフライ８位）、アジアパラリン
ピック（１００ｍ平泳ぎ２位）、ロンドンパラリンピック（１００ｍ平泳ぎ８位）の競泳
日本代表として活躍。現在は、育児をしながら講演活動を行っている。

主 催　　白川町社会福祉協議会
後 援　　白川町　　　　　　　

この事業は、赤い羽根共同募金配分事業と社協会費等で支援をしています。
問い合わせ先：電話　７２－２３２７

いきいきサロン活動
～身近に「集まれる場」があるということ～
いきいきサロン活動
～身近に「集まれる場」があるということ～
いきいきサロン活動
～身近に「集まれる場」があるということ～

  白川町は、ひとり暮らし高齢者や高齢者世帯の割合が高くなっ
ており、今後医療・介護の保険事業及び行政サービスなどの需
要増加が見込まれます。しかし、制度や事業だけではまかない
きれない状況になっているのも現状としてあり、改めて地域の力
が必要とされています。
　現在、地域住民による地域のためにできることを再確認し、地
域でできることは何かを話し合う場を設けていただいておりま
す。黒川地区では、令和３年度から他地区に先駆けて４つの自
治協議会単位で地域の支え合いを広げるための話し合い（黒川
地区交流会）が開催されています。
　今年度は、黒川地区はもちろん町内各地域で広げていく予定ですので、地域住民による地
域のためにできることを話し合う場に、是非皆さんも参加いただきたいと思います。

　昨年度も引き続きコロナ禍により、町内の各いきいきサロンでは十分に対策を取りながら実
施されました。感染が心配な時は無理をせずに開催を控え、その月は「脳トレプリント」などを
代表者や班長が仲間の家々に配り、サロンが出来ない時でもお互いに声を掛け合って、サロン
で育まれた繋がりを大切にしていただきました。あるサロンでは久しぶりに開催した折、お互い
に顔を合わすなり「久しぶりやねぇ」と近所に住んでいても、コロナ禍で遠慮して会うことを控
えていたとのことで、いきいきサロンがきっかけで再会できたとのことでした。

　町内のいきいきサロンは、昨年度から２つ減って４１サロン
となりましたが、あるサロンではコロナ禍で存続できない状況
から、他の仲間が引き継いで４月から新たに開催でき、たいへ
ん喜ばれたとのことでした。サロンのような「身近に集まれる
場」があるということは、単に孤立防止・認知症予防だけでなく、
地域に仲間がいることの安心感につながると期待されます。

　昨年度、サロン代表者会議でも実施した軽スポーツのモルックとボッチャの
道具一式を赤い羽根共同募金の配分金で購入しました。どちらも室内用です
ので屋外での使用はできませんが、畳の部屋など床
を保護するマットも準備しましたので、是非いきいき
サロンの活動にご利用ください。
　またルール等が分からない場合は、職員が教えま
すので、お気軽にご連絡下さい。

地域の支え合いをひろげています
～生活支援体制整備事業～
地域の支え合いをひろげています
～生活支援体制整備事業～
地域の支え合いをひろげています
～生活支援体制整備事業～

いきいきサロン等でご利用くださいいきいきサロン等でご利用くださいいきいきサロン等でご利用ください
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古切手・書損じハガキ集計結果古切手・書損じハガキ集計結果古切手・書損じハガキ集計結果

設置先
白 川 保 育 園
白川北保育園
蘇 原 保 育 園
黒 川 保 育 園
佐 見 保 育 園
光の子保育園
福祉センター
子育て支援Ｃ
白川北ふれあいＣ

切手
70
10
8

48
14
32

1172
6

22

ハガキ
63
2
0

10
0
7

27
0
4

設置先
白 川 中 学 校
黒 川 中 学 校
白 川 小 学 校
蘇 原 小 学 校
黒 川 小 学 校
佐 見 小 学 校
蘇原ふれあいＣ
黒川ふれあいＣ

切手
10

478
4

126
2

10
36
68

ハガキ
0
2

38
3
3
0
0

42
※切手（g）、ハガキ（枚）

  今年度は、３地区で地区福祉会総会が開催され新年度の活動が始まりました。新型コ
ロナウイルス感染予防のため、総会を見合わせた地区もありましたが、徐々にコロナ前
と同じ状態に戻りつつあります。
　中でも食事サービスについては、コロナ禍でたいへん影響を受けていましたが、徐々
にふれあいセンターの調理室が使用できるようになったことから、食事サービスボラン
ティアによるお弁当作りが再開されました。しかし、まだまだ心配される地区では、地
元の仕出し・飲食店に依頼した弁当で対応をされました。お弁当を配達していただくこ
とで、地域での見守り活動の一環を担っていただいています。
　また地区福祉座談会を昨年から再開していただき、今年度から計画をされる地区もあ
り、今後ますます高齢化や人口減少などによる課題が出てくる中、地域住民でそれを共
有し、どのようなことを地域や個人で取り組めるかの話し合いの機会となることを期待
したいと思います。

　町内保育園や小中学校等に古切手と書損じハガキの収集
箱を設置したところ、多くの寄付が寄せられました。
　皆様からいただいた古切手や書損じハガキは、白川町収
集ボランティアさんによって整理・集計された後、現金に
換金され、町内の福祉施設等へ備品を寄付しています。
　社会福祉協議会では、引き続き収集箱を設置しますので
皆様のご協力をお願いします。

各地区福祉会の新年度の活動が始まりました。各地区福祉会の新年度の活動が始まりました。各地区福祉会の新年度の活動が始まりました。
相談名

内 容

場 所

時 間

予 約

４ 月

５ 月

６ 月

７ 月

８ 月

９ 月

１０ 月

１１ 月

１２ 月

１ 月

２ 月

３ 月

備 考

無料法律相談

福祉センター

１３時～１６時

１８日（火）

１６日（火）

２０日（火）

１８日（火）

１５日（火）

１９日（火）

１７日（火）

２１日（火）

１９日（火）

１６日（火）

２０日（火）

１９日（火）

なんじゃもんじゃの広場

福祉センター

１３時３０分～１５時

１５日（月）

１０日（月）

１１日（月）

２０日（月）

１５日（月）

１８日（月）

ハートフル相談

福祉センター

１２時～１４時３０分

　６日（木）

１６日（火）

　１日（木）

１８日（火）

　３日（木）

１９日（火）

　５日（木）

２１日（火）

　７日（木）

１６日（火）

　１日（木）

１９日（火）

☎

☎

☎

☎

☎

☎

ひまわりサロン

福祉センター

１３時３０分～１５時

２５日

２３日

　２７日※

２５日

２２日

　２６日※

２４日

２８日

　１９日※

２３日

２７日

　２６日※

くらしの相談

福祉センター

１３時～１６時

　８日（土）

１３日（土）

１０日（土）

　８日（土）

１２日（土）

　９日（土）

１４日（土）

１１日（土）

　９日（土）

１３日（土）

１０日（土）

　９日（土）

●２０２３年度 各種相談事業 ●

弁護士が、
法律上の相談に

応じます。

心理カウンセラーが
引きこもり当事者の

相談に応じます。

心の悩みについて
相談に応じます。

介護者が自由に
集い、気軽に話せる

居場所を開催。

民生委員が
生活上の相談に

応じます。

【要予約】
電話：７２－２３２７
電話での対応もします

【要予約】
電話：７２－２３２７   
Mail：hakuraku@  　
   jasmine.ocn.ne.jp

【要予約】
電話：

090－9226－4251

【要予約】
電話：７２－２３２７

【不要】
電話：７２－２３２７
電話での対応もします

☎ 電話相談のみ受付

介護相談  月曜～金曜　８：３０～１７：３０　予約不要
　　　　  ケアマネジャーが介護保険について相談に応じます。

※男性介護者が対象



社 協 だ よ り9 令和5年6月発行　№164

古切手・書損じハガキ集計結果古切手・書損じハガキ集計結果古切手・書損じハガキ集計結果

設置先
白 川 保 育 園
白川北保育園
蘇 原 保 育 園
黒 川 保 育 園
佐 見 保 育 園
光の子保育園
福祉センター
子育て支援Ｃ
白川北ふれあいＣ

切手
70
10
8

48
14
32

1172
6

22

ハガキ
63
2
0

10
0
7

27
0
4

設置先
白 川 中 学 校
黒 川 中 学 校
白 川 小 学 校
蘇 原 小 学 校
黒 川 小 学 校
佐 見 小 学 校
蘇原ふれあいＣ
黒川ふれあいＣ

切手
10

478
4

126
2

10
36
68

ハガキ
0
2

38
3
3
0
0

42
※切手（g）、ハガキ（枚）

  今年度は、３地区で地区福祉会総会が開催され新年度の活動が始まりました。新型コ
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元の仕出し・飲食店に依頼した弁当で対応をされました。お弁当を配達していただくこ
とで、地域での見守り活動の一環を担っていただいています。
　また地区福祉座談会を昨年から再開していただき、今年度から計画をされる地区もあ
り、今後ますます高齢化や人口減少などによる課題が出てくる中、地域住民でそれを共
有し、どのようなことを地域や個人で取り組めるかの話し合いの機会となることを期待
したいと思います。

　町内保育園や小中学校等に古切手と書損じハガキの収集
箱を設置したところ、多くの寄付が寄せられました。
　皆様からいただいた古切手や書損じハガキは、白川町収
集ボランティアさんによって整理・集計された後、現金に
換金され、町内の福祉施設等へ備品を寄付しています。
　社会福祉協議会では、引き続き収集箱を設置しますので
皆様のご協力をお願いします。
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ハートフル相談

福祉センター

１２時～１４時３０分
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　７日（木）

１６日（火）

　１日（木）

１９日（火）
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☎

☎

☎

☎

☎

ひまわりサロン

福祉センター

１３時３０分～１５時

２５日
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　２６日※
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　９日（土）

１４日（土）

１１日（土）

　９日（土）

１３日（土）

１０日（土）

　９日（土）

●２０２３年度 各種相談事業 ●

弁護士が、
法律上の相談に

応じます。

心理カウンセラーが
引きこもり当事者の

相談に応じます。

心の悩みについて
相談に応じます。

介護者が自由に
集い、気軽に話せる

居場所を開催。

民生委員が
生活上の相談に

応じます。

【要予約】
電話：７２－２３２７
電話での対応もします
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   jasmine.ocn.ne.jp
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【要予約】
電話：７２－２３２７

【不要】
電話：７２－２３２７
電話での対応もします

☎ 電話相談のみ受付

介護相談  月曜～金曜　８：３０～１７：３０　予約不要
　　　　  ケアマネジャーが介護保険について相談に応じます。

※男性介護者が対象
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ご寄付、ボランティアありがとうございます
（令和５年１月21日～令和５年５月20日届出分）

物品の寄付

共同募金白川町分会では、福祉センターさわやか白楽園窓口に募金箱を設置し、義援金の募集を
行いました。　　　　　　　　　　　新潟県大雨災害義援金　　　　　　　　　２，２２１円

黒川８９会 様
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気楽園にファンヒーター 他

岐阜新聞岐阜放送社会事業団 様
さわやか白楽園に手押し車

内祝喜寿（水戸野）
渡邉正樹様、渡邉浩一様、
安江　徹様、渡邉憲明様、
渡邉 義廣様
社会福祉協議会に車いす

災害義援金の結果報告
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